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(54)【発明の名称】 電子内視鏡

(57)【要約】
【目的】  対物光学系の光軸方向へ移動可能な撮像素子
を挿入部先端に有する電子内視鏡において、該撮像素子
と外部の画像処理装置とを接続する画像信号伝送ケーブ
ルに対する過度な負荷を防ぎ、確実な観察画像を得る。
【構成】  軸線方向に隣接するリング状部が自由状態に
おいて離間する粗巻きコイル管を挿入部内に設け、該粗
巻きコイル管に画像信号伝送ケーブルを進退可能に緩挿
する。
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【特許請求の範囲】
【請求項１】  挿入部先端に、対物光学系と、この対物
光学系の光軸方向へ移動可能な撮像素子ユニットとを支
持し、該撮像素子ユニットと外部の画像処理装置とを、
上記挿入部内に配設した画像信号伝送ケーブルを介して
接続する電子内視鏡において、
上記挿入部内に、軸線方向に隣接するリング状部が自由
状態において離間する粗巻きコイル管を設け、該粗巻き
コイル管に上記画像信号伝送ケーブルを進退可能に緩挿
したことを特徴とする電子内視鏡。
【請求項２】  請求項１記載の電子内視鏡において、上
記画像信号伝送ケーブルは、挿入部と該挿入部に接続す
る操作部とに亘って設けられ、上記粗巻きコイル管は、
挿入部と操作部の連結部から挿入部先端までの領域に設
けられている電子内視鏡。
【請求項３】  請求項１または２記載の電子内視鏡にお
いて、上記粗巻きコイル管の一端部は挿入部先端に固定
され、他端部は固定されない自由端となっている電子内
視鏡。
【請求項４】  請求項１ないし３のいずれか１項記載の
電子内視鏡において、粗巻きコイル管は、扁平矩形状断
面の帯状材を螺旋状に巻回して形成される電子内視鏡。
【請求項５】  請求項１ないし３のいずれか１項記載の
電子内視鏡において、粗巻きコイル管は、円形状断面の
金属素線を螺旋状に巻回して形成される電子内視鏡。
【請求項６】  請求項１ないし５のいずれか１項記載の
電子内視鏡において、対物光学系は光軸方向に移動可能
な可動レンズ群を有し、該可動レンズ群と撮像素子ユニ
ットの合成移動によって焦点距離が変化する電子内視
鏡。
【発明の詳細な説明】
【０００１】
【技術分野】本発明は、対物光学系の光軸方向へ移動可
能な撮像素子を挿入部先端に有する電子内視鏡に関す
る。
【０００２】
【従来技術及びその問題点】ズームレンズカメラのよう
に対物光学系の焦点距離を可変とした電子内視鏡におい
て、変倍動作時に対物レンズだけでなく、その後方の撮
像素子も光軸方向へ移動させるタイプが提案されてい
る。撮像素子には、内視鏡の挿入部内に配設された画像
信号伝送用のケーブルが接続しており、撮像素子が移動
すると、この画像信号伝送ケーブルに対しても移動力が
作用する。ところで、内視鏡の挿入部には、画像信号伝
送ケーブル以外にも、送気送水チャンネルや鉗子チャン
ネルといった各種管路やファイババンドル等の内蔵物が
配されている。挿入部は小径化を要求されるため、こう
した他の内蔵物と画像信号伝送ケーブルとは密に配置さ
れており、移動力を受けた画像信号伝送ケーブルを撓ま
せるだけのスペースが挿入部内に確保できず、画像信号
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伝送ケーブルには負荷がかかるおそれがあった。また、
挿入部は可撓性を有する可撓管部や湾曲可能な湾曲部を
備えており、可撓管部が撓んだり、湾曲部が湾曲した状
態では、その内部に位置する画像信号ケーブルが他の内
蔵物と干渉して進退が妨げられ、特に負荷がかかりやす
くなる。
【０００３】
【発明の目的】本発明は、対物光学系の光軸方向に移動
可能な撮像素子を挿入部先端に有する電子内視鏡におい
て、撮像素子に接続する画像信号伝送ケーブルに対する
過度な負荷を防ぎ、確実な観察画像を得ることを目的と
する。
【０００４】
【発明の概要】本発明は、挿入部先端に、対物光学系
と、この対物光学系の光軸方向へ移動可能な撮像素子ユ
ニットとを支持し、該撮像素子ユニットと外部の画像処
理装置とを、挿入部内に配設した画像信号伝送ケーブル
を介して接続する電子内視鏡において、挿入部内に、軸
線方向に隣接するリング状部が自由状態において離間す
る粗巻きコイル管を設け、該粗巻きコイル管に画像信号
伝送ケーブルを進退可能に緩挿したことを特徴としてい
る。
【０００５】画像信号伝送ケーブルは、挿入部と該挿入
部に接続する操作部とに亘って設けられ、粗巻きコイル
管は、挿入部と操作部の連結部から挿入部先端までの領
域に設けられることが好ましい。
【０００６】粗巻きコイル管は、その一端部を挿入部先
端に固定し、他端部を固定されない自由端とするとよ
い。
【０００７】粗巻きコイル管は、扁平矩形状断面の帯状
材、または円形状断面の金属素線を螺旋状に巻回して形
成するとよい。
【０００８】例えば、可動の撮像素子ユニットは、対物
光学系中の可動レンズ群と共に、焦点距離調整機構を構
成する。
【０００９】
【発明の実施の形態】図１に示す電子内視鏡１０は医療
用の内視鏡であり、体腔内に挿入される挿入部１１と、
その基部側に接続され術者が把持及び操作する操作部１
２を有している。挿入部１１は、先端側から順に先端部
１３、湾曲部１４及び可撓管部１５を有している。挿入
部１１のうち、可撓管部１５は柔軟で可撓性を有してお
り、その基端部は折れ止めゴム１６で覆われて、過度変
形しないように保護されている。内視鏡使用時には、折
れ止めゴム１６は体腔内に挿入されない。湾曲部１４
は、操作部１２に設けた湾曲操作ノブ１７の回動操作に
より湾曲させることができる。また、操作部１２から側
方へ向けてユニバーサルチューブ１８が延設されてお
り、該ユニバーサルチューブ１８の末端に設けたコネク
タ部１９は、図示しない外部のプロセッサ（画像処理装
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置）に接続可能である。
【００１０】図２に示すように、先端部１３を構成する
先端硬性部材２０の前端面には配光レンズ２１が固定さ
れており、該配光レンズ２１に対し、ライトガイドファ
イババンドル２２の光出射端部が対向している。ライト
ガイドファイババンドル２２は、挿入部１１からユニバ
ーサルチューブ１８を通ってコネクタ部１９まで配設さ
れており、コネクタ部１９をプロセッサに接続した状態
で、プロセッサに設けた光源からの照明光を配光レンズ
２１まで導くことができる。挿入部１１内において、ラ
イトガイドファイババンドル２２は、その外側のファイ
バ保護コイル２３によって保護されている。ファイバ保
護コイル２３は、ライトガイドファイババンドル２２の
外面に固定されている。
【００１１】また、先端硬性部材２０内には、物体側か
ら順に、固定レンズ枠２５を介して固定された固定レン
ズ群２６と、固定レンズ群２６に対して光軸方向に相対
移動可能に支持された可動レンズ群２７とからなる対物
光学系が設けられている。以下の説明中で、光軸方向と
は、対物光学系の光軸方向を指す。
【００１２】可動レンズ群２７の後方には、可動レンズ
群２７とは別に光軸方向に移動可能な撮像素子ユニット
２９が設けられている。撮像素子ユニット２９は、不図
示のＣＣＤ（撮像素子）及びバッファ基板を内蔵してお
り、対物光学系による観察対象の像はＣＣＤの受光面上
に結像し、画像信号が生成される。撮像素子ユニット２
９の後端には画像信号伝送ケーブル３０が接続してい
る。画像信号伝送ケーブル３０は、バッファ基板から延
出した複数のリード線をポリウレタン等のチューブで被
覆した構造となっており、挿入部１１からユニバーサル
チューブ１８を経由してコネクタ部１９まで配設されて
いる。コネクタ部１９が接続するプロセッサでは、画像
信号伝送ケーブル３０を介して送られた画像信号に基づ
き、電子画像をモニタに表示したり画像記録媒体に記録
することができる。撮像素子ユニット２９の前面には、
カバーガラス２８が取り付けられている。
【００１３】電子内視鏡１０は、可動レンズ群２７と撮
像素子ユニット２９を光軸方向に移動させることにより
対物光学系の焦点距離を変化させ、その観察視野を、比
較的観察範囲が広い通常観察視野と、狭い拡大観察視野
とに切り換えることができる。この焦点距離切換（ズー
ム）機構について説明する。
【００１４】先端硬性部材２０内には、対物光学系の光
軸を中心とした円筒状をなす外筒管３５が固定されてい
る。外筒管３５の前端部には前述の固定レンズ枠２５が
嵌まっており、該固定レンズ枠２５の後部にはレンズ押
さえ環３６が固定されている。固定レンズ群２６は、レ
ンズ押さえ環３６に形成したフランジ部に当接すること
により、光軸方向位置が定められる。レンズ押さえ環３
６からは外径方向に回動案内ピン３７が突設されてお
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り、回動案内ピン３７は、外筒管３５の内側に回動可能
に支持されたカム環３８の回動案内溝３９に係合してい
る。回動案内溝３９は、対物光学系の光軸を中心とする
周方向へ形成されており、該回動案内溝３９と回動案内
ピン３７の関係により、カム環３８は、光軸方向には移
動せず、周方向への回動のみ可能に案内される。
【００１５】カム環３８には、２種類の異なるカム溝４
０、４１が形成されている。第一のカム溝４０は、光軸
に対して傾斜する成分を有するカム溝であり、撮像素子
枠４２のカムピン４３が係合している。撮像素子枠４２
は、外筒管３５の内周面に形成した図示しない直進ガイ
ドによって対物光学系の光軸方向に直進案内されてお
り、この撮像素子枠４２の光軸方向移動により、カムピ
ン４３とカム溝４０を介してカム環３８が回動される。
撮像素子枠４２には操作ワイヤ４５の一端部が固定され
ており、該操作ワイヤ４５の他端部は、図１に示す操作
レバー４６に接続している。操作ワイヤ４５は、ワイヤ
ガイドコイル４７に挿入されて挿入部１１の長手方向に
移動可能にガイドされている。ワイヤガイドコイル４７
の一端部は、固定部材６１を介して外筒管３５に固定さ
れている。操作レバー４６を正逆方向に操作すると、操
作ワイヤ４５を介して撮像素子枠４２が光軸方向に移動
される。
【００１６】撮像素子枠４２の内側には撮像素子ユニッ
ト２９が固定されており、撮像素子ユニット２９は、撮
像素子枠４２と一体に光軸方向へ移動する。具体的に
は、撮像素子ユニット２９の外側をグランド用のシール
ドパイプ４８が覆い、さらにその外側を絶縁テープ４９
で覆い、絶縁テープ４９の外側に撮像素子枠４２が嵌っ
た構造となっている。
【００１７】カム環３８に形成した第二のカム溝４１に
は、ワイヤガイドコイル４７を保持する可動レンズ群枠
５０のカムピン５１が係合している。カムピン５１は、
先端部分がカム溝４１に係合し、該先端部分よりも基端
側の領域が、撮像素子枠４２に形成した光軸方向の直進
案内スロット５２に係合していて、このカムピン５１と
直進案内スロット５２の係合関係によって、可動レンズ
群枠５０は光軸方向に直進案内されている。カム溝４１
は、光軸に対して傾斜するカム溝であり、カム環３８が
回動すると、カム溝４１とカムピン５１の関係によっ
て、可動レンズ群枠５０が光軸方向に移動される。つま
り、可動レンズ群枠５０に保持された可動レンズ群２７
が光軸方向へ移動する。可動レンズ群枠５０の前端面と
レンズ押さえ環３６の間には、バックラッシュ除去用の
圧縮コイルばね５３が設けられており、可動レンズ群枠
５０は光軸方向後方へ付勢されている。
【００１８】以上の焦点距離切換機構は、次のように動
作する。図２は通常観察視野状態を示している。この状
態から操作レバー４６を拡大観察視野位置に切り換える
と、操作ワイヤ４５が牽引され、撮像素子ユニット２９
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を保持する撮像素子枠４２が光軸方向後方へ移動する。
この撮像素子枠４２の後方への移動によって、カム溝４
０とカムピン４３の関係によってカム環３８が回動す
る。カム環３８が回動すると、カム溝４１とカムピン５
１の関係によって、可動レンズ群２７を保持する可動レ
ンズ群枠５０が、光軸方向前方へ移動する。つまり、通
常観察視野から拡大観察視野へ切り換えると、移動しな
い固定レンズ群２６に対して可動レンズ群２７が接近
し、撮像素子ユニット２９は後方へ離間する。拡大観察
視野から通常観察視野への切換時には、焦点距離切換機
構は、以上と逆に動作する。すなわち、操作レバー４６
を通常観察視野位置に操作すると、操作ワイヤ４５が挿
入部先端方向に移動し、撮像素子枠４２が光軸方向前方
へ移動して、撮像素子ユニット２９が図２に示す位置に
戻る。また、撮像素子枠４２の移動に応じて、カム環３
８が拡大観察視野への切換時とは反対方向に回動し、可
動レンズ群枠５０が光軸方向後方へ移動して図２に示す
位置に戻る。
【００１９】以上の焦点距離切換機構は、対物レンズ群
のみならず、撮像素子ユニット２９も光軸方向に移動さ
せる構造である。そのため、該撮像素子ユニット２９に
接続する画像信号伝送ケーブル３０は、撮像素子ユニッ
ト２９の移動力を受けて、その長手方向に進退したり、
撓むことになる。本実施形態では、挿入部１１内に、こ
の画像信号伝送ケーブル３０を保護及び案内するケーブ
ルガイドコイル６０を設けている。ケーブルガイドコイ
ル６０は、断面が扁平な矩形状をなす金属製の帯状材を
螺旋状に巻回して一連の管状体としたものであり、軸線
方向に隣接するリング状部６０ａが自由状態において離
間する（図２の間隔Ｓ）粗巻きコイル管である。図２に
示すように、ケーブルガイドコイル６０の一端部は、固
定部材６１を介して外筒管３５、すなわち先端硬性部材
２０に固定されている。また図４に示すように、ケーブ
ルガイドコイル６０は、自由状態で挿入部１１の長手方
向に向く直線状をなしており、先端硬性部材２０に固定
される側とは反対側の端部が、折れ止めゴム１６の内側
に位置している。ケーブルガイドコイル６０におけるこ
の他端部は、固定されない自由端部となっている。ま
た、ケーブルガイドコイル６０の両端部の中間部分も、
内視鏡本体（挿入部１１）に対して固定されていない。
ケーブルガイドコイル６０は可撓性を有しており、可撓
管部１５が撓んだときや湾曲部１４を湾曲させたとき
に、これに対応して曲がることが可能である。
【００２０】このケーブルガイドコイル６０に対して画
像信号伝送ケーブル３０が挿入されている。図３に示す
ように、ケーブルガイドコイル６０の内周面と画像信号
伝送ケーブル３０の外周面の間には、径方向に所定のク
リアランスＣＬがあり、画像信号伝送ケーブル３０は、
ケーブルガイドコイル６０内をその長手方向に進退可能
となっている。本実施形態では、画像信号伝送ケーブル
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３０の直径が約２．７ｍｍであり、ケーブルガイドコイ
ル６０とのクリアランスＣＬは約０．１ｍｍとなってい
る。
【００２１】画像信号伝送ケーブル３０は、挿入部１１
の先端付近からコネクタ部１９まで、電子内視鏡１０の
略全長に亘って配設されているが、特に挿入部１１内に
は、画像信号伝送ケーブル３０以外にも、前述のライト
ガイドファイババンドル２２や、図示しない鉗子チャン
ネルや送気送水チャンネルなど各種の内蔵物が密に配設
されている。しかし、画像信号伝送ケーブル３０はケー
ブルガイドコイル６０によって覆われているため、変倍
時に撮像素子ユニット２９の移動力が作用したとき、画
像信号伝送ケーブル３０は、他の内蔵物と干渉すること
なく挿入部１１内を進退することができる。特に、粗巻
きコイルであるケーブルガイドコイル６０は、密巻きコ
イルや樹脂製のチューブに比べて、画像信号伝送ケーブ
ル３０に与える摺動抵抗が小さく、画像信号伝送ケーブ
ル３０はスムーズに移動する。また、可撓管部１５が撓
んだり湾曲部１４が湾曲した状態でも、ケーブルガイド
コイル６０によって保護された画像信号伝送ケーブル３
０は、他の内蔵物に押圧されて移動を妨げられるおそれ
がない。
【００２２】このように、挿入部１１内にケーブルガイ
ドコイル６０を設け、このケーブルガイドコイル６０に
画像信号伝送ケーブル３０を進退可能に緩挿させること
により、挿入部１１内で画像信号伝送ケーブル３０に負
荷がかからず、断線を防ぐことができる。ケーブルガイ
ドコイル６０が設けられているのは挿入部１１内であ
り、それより先の操作部１２内では、画像信号伝送ケー
ブル３０はケーブルガイドコイル６０に制限されずに撓
むことができる。操作部１２は挿入部１１に比べて内部
空間に余裕があるので、画像信号伝送ケーブル３０が撓
んでも、他の内視鏡内蔵物と干渉するおそれが少なく、
余分な負荷がかからない。言い換えれば、ケーブルガイ
ドコイル６０を設けることによって、画像信号伝送ケー
ブル３０が撓む位置を、スペースの余裕がない挿入部１
１内でなく、余裕のある操作部１２側に特定させること
が可能となった。
【００２３】図５は、本発明の第二実施形態を示す。こ
の実施形態は、撮像素子ユニット２９及び可動レンズ群
２７の駆動手段がワイヤによる機械的牽引でなく、モー
タ６５である点が先の実施形態と異なる。具体的には、
撮像素子枠４２に取り付けた固定部材６６に円筒状のモ
ータハウジング６７が形成され、該モータハウジング６
７内に円筒状のモータユニット６８が挿入される。モー
タユニット６８内にはモータと減速ギヤ機構が設けられ
ており、スクリューシャフト６９を正逆に回動させるこ
とができる。スクリューシャフト６９の外周面には雄ね
じ７０が形成され、この雄ねじが撮像素子枠４２の雌ね
じ７１に螺合している。したがって、モータによりスク
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7
リューシャフト６９が正逆に回動すると、雄ねじ７０と
雌ねじ７１の関係によって、撮像素子枠４２が光軸方向
に進退する。撮像素子枠４２と共に撮像素子ユニット２
９が進退すると、画像信号伝送ケーブル３０に移動力が
伝わるが、画像信号伝送ケーブル３０はケーブルガイド
コイル６０に緩挿されているため、前述の通り、挿入部
１１内で負荷がかかることなく進退させることができ
る。
【００２４】図２及び図５の実施形態では、挿入部１１
内に設けるケーブルガイドコイル６０は、扁平矩形状断
面の帯状材を螺旋状に巻回した平コイル管としたが、こ
れに代えて、図６のケーブルガイドコイル７５のよう
な、円形状断面の金属素線を巻回したコイル管を用いて
もよい。ケーブルガイドコイル６０と同様に、ケーブル
ガイドコイル７５は、軸線方向に隣接するリング状部が
自由状態において離間する粗巻きコイルである。ケーブ
ルガイドコイル７５は素線断面が円形であるため、画像
信号伝送ケーブル３０との接触面積が小さく、画像信号
伝送ケーブル３０に対する摺動抵抗をより小さくでき
る。
【００２５】なお、図示実施形態では、ケーブルガイド
コイルを折れ止めゴム１６の位置まで延設しているが、
ケーブルガイドコイルの長さはこれに限定されるもので
はなく、コイル終端位置は任意に決めることができる。
【００２６】
【発明の効果】以上から明らかなように、本発明によれ
ば、撮像素子が光軸方向へ移動するときに、画像信号伝
送ケーブルに過度な負荷がかからず、確実な観察画像を
得ることができる。
【図面の簡単な説明】
【図１】本発明を適用した電子内視鏡の外観図である。
【図２】図１の電子内視鏡の挿入部先端付近の断面図で
ある。
【図３】図２のIII-III断面線に沿う、画像信号伝送ケ
ーブルとケーブルガイドコイルの断面図である。
【図４】図１の電子内視鏡において、挿入部内でのケー
ブルガイドコイルの配設状態を示す図である。
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【図５】本発明の第二の実施形態に係る挿入部先端付近
の断面図である。
【図６】粗巻きコイル管の異なる態様を示す側面図であ
る。
【符号の説明】
１０  電子内視鏡
１１  挿入部
１２  操作部
１３  先端部
１４  湾曲部
１５  可撓管部
１６  折れ止めゴム
１８  ユニバーサルチューブ
１９  コネクタ部
２０  先端硬性部材
２３  ファイバ保護コイル
２６  固定レンズ群
２７  可動レンズ群
２９  撮像素子ユニット
３０  画像信号伝送ケーブル
３５  外筒管
３７  回動案内ピン
３８  カム環
３９  回動案内溝
４０  ４１  カム溝
４２  撮像素子枠
４３  ５１  カムピン
４５  操作ワイヤ
４６  操作レバー
４７  ワイヤガイドコイル
５０  可動レンズ群枠
５３  圧縮コイルばね
６０  ７５  ケーブルガイドコイル（粗巻きコイル管）
６０ａ  リング状部
６８  モータユニット
６９  スクリューシャフト

【図４】
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